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９．次代を担う人材の裾野拡大 



図９－１／義務教育終了段階の15歳児の数学的リテラシー、科学的リテラシー 

○近年、日本の数学的リテラシー、科学的リテラシーは高くなっている。 

出典：国立教育政策研究所「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」（ＰＩＳＡ２０１２） 

数学的リテラシー平均得点の経年変化（６か国） 科学的リテラシー平均得点の経年変化（６か国） 
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図９－２／国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ）における平均得点（上位10カ国） 

○小中学生の科学技術の基礎的素養は世界的に見て高い。 

出典：「国際数学・理科教育動向調
査の2011年調査（TIMSS2011）
国際調査結果報告」を基に文
部科学省作成 

※１ 得点とは、各国・地域の得
点は、1995年調査における基準値
（500点（対象児童生徒の３分の
２が400点から600点に入るよう標
準化））からの変化を表す値であ
る。 
※２ 1995年調査は小学校３年生、
中学校１年生も対象としており、
1995年の平均得点は、小学校３年
生と４年生若しくは中学校１年生
と２年生を合わせて平均値が500
点、標準偏差が100点となるよう
算出されている。 
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 順

位 

1995年 1999年 2003年 2007年 2011年 

国/地域(26) 平均得点 

調査せず 

国/地域(25) 平均得点 国/地域(36) 平均得点 国/地域(50) 平均得点 

小学校

算数 

1 シンガポール 625 シンガポール 594 香港 607 シンガポール 606 
2 韓国 611 香港 575 シンガポール 599 韓国 605 
3 日本 597 日本 565 台湾 576 香港 602 
4 香港 587 台湾 564 日本 568 台湾 591 
5 オランダ 577 ベルギー（フラマン語圏） 551 カザフスタン 549 日本 585 
6 チェコ 567 オランダ 540 ロシア 544 北アイルランド 562 
7 オーストリア 559 ラトビア 536 イングランド 541 ベルギー 549 
8 スロベニア 552 リトアニア 534 ラトビア 537 フィンランド 545 
9 アイルランド 550 ロシア 532 オランダ 535 イングランド 542 
10 ハンガリー 548 イングランド 531 リトアニア 530 ロシア 542 

 

 順

位 

1995年 1999年 2003年 2007年 2011年 

国/地域(26) 平均得点 

調査せず 

国/地域(25) 平均得点 国/地域(36) 平均得点 国/地域(50) 平均得点 

小学校

理科 

1 韓国 597 シンガポール 594 シンガポール 607 韓国 587 
2 日本 574 台湾 575 台湾 599 シンガポール 583 
3 アメリカ 565 日本 565 香港 576 フィンランド 570 
4 オーストリア 565 香港 564 日本 568 日本 559 
5 オーストラリア 562 イングランド 551 ロシア 549 ロシア 552 
6 オランダ 557 アメリカ 540 ラトビア 544 台湾 552 
7 チェコ 557 ラトビア 536 イングランド 541 アメリカ 544 
8 イングランド 551 ハンガリー 534 アメリカ 537 チェコ 536 
9 カナダ 549 ロシア 532 ハンガリー 535 香港 535 
10 シンガポール 547 オランダ 531 イタリア 530 ハンガリー 534 

 

 順

位 

1995年 1999年 2003年 2007年 2011年 

国/地域(41) 平均得点 国/地域(38) 平均得点 国/地域(45) 平均得点 国/地域(48) 平均得点 国/地域(42) 平均得点 

中学校

数学 

1 シンガポール 643 シンガポール 604 シンガポール 605 台湾 598 韓国 613 
2 韓国 607 韓国 587 韓国 589 韓国 597 シンガポール 611 
3 日本 605 台湾 585 香港 586 シンガポール 593 台湾 609 
4 香港 588 香港 582 台湾 585 香港 572 香港 586 
5 ベルギー（フラマン語圏） 565 日本 579 日本 570 日本 570 日本 570 
6 チェコ 564 ベルギー（フラマン語圏） 558 ベルギー（フラマン語圏） 537 ハンガリー 517 ロシア 539 
7 スロバキア 547 オランダ 540 オランダ 536 イングランド 513 イスラエル 516 
8 スイス 545 スロバキア 534 エストニア 531 ロシア 512 フィンランド 514 
9 オランダ 541 ハンガリー 532 ハンガリー 529 アメリカ 508 アメリカ 509 
10 スロベニア 541 カナダ 531 マレーシア 508 リトアニア 506 イングランド 507 

 

 順

位 

1995年 1999年 2003年 2007年 2011年 

国/地域(41) 平均得点 国/地域(38) 平均得点 国/地域(45) 平均得点 国/地域(48) 平均得点 国/地域(42) 平均得点 

中学校

理科 

1 シンガポール 607 台湾 569 シンガポール 578 シンガポール 567 シンガポール 590 
2 チェコ 574 シンガポール 568 台湾 571 台湾 561 台湾 564 
3 日本 571 ハンガリー 552 韓国 558 日本 554 韓国 560 
4 韓国 565 日本 550 香港 556 韓国 553 日本 558 
5 ブルガリア 565 韓国 549 エストニア 552 イングランド 542 フィンランド 552 
6 オランダ 560 オランダ 545 日本 552 ハンガリー 539 スロベニア 543 
7 スロベニア 560 オーストラリア 540 ハンガリー 543 チェコ 539 ロシア 542 
8 オーストリア 558 チェコ 539 オランダ 536 スロベニア 538 香港 535 
9 ハンガリー 554 イングランド 538 アメリカ 527 香港 530 イングランド 533 
10 イングランド 552 フィンランド 535 オーストラリア 527 ロシア 530 アメリカ 525 

 



図９－３／国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ）における児童生徒の意識調査① 

○児童生徒は、年齢が上がるにつれて数学や理科への興味・関心が低くなっている。 

出典：「国際数学・理科教育動向調査
の2011年調査（TIMSS2011）国
際調査結果報告」を基に文部科
学省作成 129 

 
○「勉強が好きだ」という質問に対する結果 
 
【小学校４年生（算数）】                   【小学校４年生（理科）】 

国／地域 強く 
そう思う そう思う 

そう思 
わない 

まったく 
そう思わ

ない 

 

国／地域 強く 
そう思う そう思う 

そう思 
わない 

まったく 
そう思わ

ない 

日本 31.1  34.8  21.9  12.2   日本 52.0  31.2  12.0  4.9  

オーストラリア 52.4  25.0  10.3  12.3   オーストラリア 62.1  22.0  8.3  7.6  
台湾 35.4  27.0  18.0  19.6   台湾 63.4  21.3  9.0  6.3  

イングランド 51.5  27.8  10.2  10.6   イングランド 47.1  28.7  11.9  12.2  
フィンランド 37.1  28.3  17.8  16.8   フィンランド 36.7  33.5  17.6  12.2  

ドイツ 47.5  28.5  13.6  10.4   ドイツ 58.0  27.5  8.6  6.0  
香港 52.7  26.9  12.7  7.7   香港 59.5  23.5  9.5  7.6  

ハンガリー 56.4  23.9  9.7  9.9   ハンガリー 57.4  24.0  9.4  9.2  
イタリア 56.8  26.1  8.2  8.8   イタリア 56.9  28.7  8.1  6.4  

韓国 27.9  36.9  24.5  10.7   韓国 38.9  39.1  16.0  6.0  
ロシア 67.2  22.4  6.9  3.5   ロシア 71.4  20.2  6.3  2.2  

シンガポール 51.2  27.9  11.5  9.3   シンガポール 59.3  26.1  8.9  5.6  
スウェーデン 44.5  30.4  15.9  9.3   スウェーデン 46.8  34.3  11.9  7.0  

アメリカ 52.5  24.9  10.0  12.5   アメリカ 61.7  20.7  9.1  8.6  
国際平均値 58.7  22.7  9.5  9.0   国際平均値 63.7  22.0  8.0  6.4  
 

【中学校２年生（数学）】                   【中学校２年生（理科）】 

国／地域 強く 
そう思う そう思う 

そう思 
わない 

まったく 
そう思わ

ない 

 

国／地域 強く 
そう思う そう思う 

そう思 
わない 

まったく 
そう思わ

ない 

日本 12.7  26.4  38.1  22.7   日本 18.2  34.3  31.8  15.7  
オーストラリア 19.9  37.3  23.7  19.2   オーストラリア 27.5  37.2  20.0  15.2  

台湾 15.5  28.9  30.7  24.9   台湾 17.9  34.6  31.1  16.4  
イングランド 17.9  40.6  24.6  17.0   イングランド 34.6  38.9  17.0  9.5  

フィンランド 11.5  32.1  32.2  24.3   香港 30.6  46.1  16.9  6.4  
香港 23.3  39.4  22.7  14.6   イタリア 27.9  45.3  18.6  8.2  

ハンガリー 17.9  27.5  29.7  24.9   韓国 12.4  35.5  38.8  13.3  
イタリア 22.0  35.8  24.7  17.4   シンガポール 39.7  42.7  12.8  4.7  

韓国 9.9  31.1  39.2  19.8   アメリカ 36.4  35.5  15.5  12.7  
ロシア 32.7  39.0  21.3  7.0   国際平均値 42.5  33.0  15.2  9.3  

シンガポール 37.8  39.8  14.8  7.5        
スウェーデン 13.9  36.4  32.5  17.2        
アメリカ 26.9  34.9  19.1  19.2        
国際平均値 32.2  34.0  18.4  15.3        

 

 
 

                    

  
  

 
 

 

 

 

  
  

 
 

 

 

                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

 

                    

  
  

 
 

 

 

 

  
  

 
 

 

 

                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

                   
               
               

               
               

 

 



図９－４／国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ）における児童生徒の意識調査② 

出典：「国際数学・理科教育動向調査の2011年調査（TIMSS2011）国際調査結果報告」を基に文部科学省作成 

設問：将来、自分が望む仕事につくために、数学や理
科で良い成績をとる必要があるかという問いに対
する中学校２年生の回答結果 

設問：数学や理科を使うことが含まれる職業につき
たいかという問いに対する中学校２年生の回答
結果 
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○「将来自分が望む仕事につくために数学や理科で良い成績をとる必要がある」、 「数学や理科を使うことが含まれ
る職業につきたい」、と回答した我が国の生徒の割合は、国際平均よりも低い。 

数
学 

理
科 



図９－５／高校生の自然や科学への興味や関心 

○日本の高校生は４か国の中で最も自然や科学への興味や関心が低い。 

出典：国立青少年教育振興機構「高校生の科学等に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」（2014年8月） 
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図９－６／スーパーサイエンスハイスクール支援 
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スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

管理機関 
（教育委員会、学校法人、国立大学法人） 

研究機関 
民間企業  等 

地域の 
他の高等学校 

 学習指導要領によらないカリキュラムの開発・実践         
 観察・実験等を通じた体験的・問題解決的な学習 
 課題研究の推進 
 創造性豊かな科学技術関係人材の育成を図る指導方法の

研究・蓄積 
 「科学の甲子園」や国際的な科学技術コンテスト等への 
  積極的な参加                         等 

指導・助言等 

連携 

成果の 
普及 

連携 

連携・協力 

●SSH研究開発に対する 
  経費支援 
●生徒研究発表会の開催 
●SSHの成果の普及 
                等  

文部科学省 

支援 

学校の指定（５年間） 
指導・助言・評価 

大学 

●SSHへの研究者・ 
   技術者の派遣 
●大学における体験 
   授業の実施 
●入試の改善による 
   生徒の学習内容の 
   適切な評価   等 

平成25年度以降 200校程度の規模で実施 

大学 

●SSHへの研究者・技 
   術者の派遣 
●大学における体験 
   授業の実施 
●入試の改善による 
   生徒の学習内容の 
   適切な評価   等 

概 

要 

 
  

将来の国際的な科学技術関係人材を育成するために、先進的な理数系教育を実施する高等学校等をスーパーサイエンスハイスクール（SSH）
として指定して支援を実施 

グローバルサイエンスキャンパス（大学を中心とした国際的な科学技術人材育成プログラムの開発・実施を支援）等とも連携し、高等
学校の理数教育全体の水準の向上を図る。 ！ 



優
れ
た
指
導
方
法
の
修
得 

環
境
の
整
備 

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 

理科教材等の開発・活用支援 

理数系教員 
養成拠点構築 

サイエンス・リーダーズ・キャンプ 

小・中学生の理数学習への興味・関心・意欲を喚起 
するため、優れた理数系教科指導法を修得し、実践する 
教員（コア・サイエンス・ティーチャー：CST）を大学で養成する。 
終了課題を踏まえた検証作業等に着手する。 

開始年度：平成21年度 
※新規採択は平成24年度で終了 
支援額（上限）：1300万円 
期間：4年間 

地域の枠を超えた合宿形式のプログラムを
実施し、才能ある生徒を伸ばすための効果的
な指導方法の修得や教員間ネットワークの形
成を促進する。 

全国の教員等が利用できる最先端科学技術の 
成果を活用した科学技術・理科学習用 
デジタル教材等を開発し、インターネットを 
通じて提供する。 

デジタル教材を活用
した授業 

サイエンスウィンドウ 
の発行・配布 

将
来
の
科
学
技
術
人
材
を
担
う
層
の
拡
大
・深
化 

理数系教員の 
指導力向上支援を強化!! 理数系教員支援プログラム 

理数教育について優れた能力を有する教員の養成や地域の中核となる現職教員の育成支援を通じて、学校現場において科学技術と社会のつながりや最先端の科学技術な
どを踏まえた魅力ある授業が行われることを目指す。また、最先端科学技術の成果を活用した理科教材等の整備を通じて、児童生徒の科学技術に関する学習意欲や知的探
求心等を向上させる授業の実施を支援する。 

・「科学技術基本計画」（平成23年8月19日閣議決定） 
  国は、教育委員会と大学が連携し、専科制や特別非常勤講師制度も活用して、理工系学部や大学院出身者の教員としての活躍を促進することを期待する。 
  国は、教育委員会と大学が連携し、現職教員研修や教員養成課程において、科学技術に触れる機会、観察や実験を行う実習の機会を充実するよう求める。  
  国及び教育委員会は、大学や産業界とも連携し、デジタル教材の活用など、実践的で分かりやすい学習機会を充実する。 
・「経済財政運営と改革の基本方針」（平成25年6月14日閣議決定） 
 科学技術イノベーションを担う人材の育成は、我が国の発展の礎であり、多様な場で活躍できる人材、独創的で優れた研究者の養成を進めることが必要である。このため、研究者のキャリアパス

の整備、女性研究者の活躍の促進、次代を担う人材の育成などの取組を進める。     等 

概 

要 

方 

針 

開始年度：平成23年度 
支援額（上限）：400万円 
期間：平成25年度までは１年間 
     平成26年度採択分は3年間 

図９－７／理数系教員支援プログラム 
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